
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023.12月 

環境園芸学科  12 月 7日・21 日 

 12 月 14日 

 12 月 1日 

西山公園のボランティアグループ「花の輪

西山」の手取り足取りのご指導のもと、市駅

ペデストリアンデッキを飾るハンギングバ

スケットを作りました。 

びっくりするほど大きなキャベツや白菜、下仁田ネギなど、たくさんの秋冬野菜を収穫しました。 

残っている野菜も少なくなりました。収穫したところから、マルチをはがして堆肥を入れ、 

来年の準備をはじめました。 

お正月は「年神様を家にお迎えして 

新しい年の始まりを祝う日」です。 

年神様から、新年の幸せをもらえる 

ように、縁起の良い寄せ植えを作り 

ました。 

折れにくく成長が早いこと 

から生命力、成長の象徴と 

されている竹。大きな口を 

開け、笑顔で、新しい年を 

迎えられそうです。 

《振り返りから》 

ハンギングバスケット 

・親切、丁寧に教えて頂いたボランティアの指導。こんなに真剣で集中したのも

久しぶり！しかし、努力のハンギングバスケットが豊田市のデッキに飾られて師

走の街を飾ると思うと、なんだかウキウキ！ 

・ハンギングバスケット初めて作りました。夢中で作りました。楽しかったです。 

・パンジーを中心にした、大きくて立派なハンギングバスケットを作りました。

初めてですが、素敵な作品が出来、とても楽しかったです。小さなもので 

いいから、家でも作ってみたいです。 

 

野菜づくり 

・ハクサイは白くて柔らかくて、とてもおいしそうです。キャベツは生で 

食べても、柔らかくておいしかったです。 

・だんだんと作物が無くなり、堆肥を撒いた畑が多くなり少々淋しいです。 

・収穫は楽しいですね！ 

・春ジャガに負けないくらい美味しかった秋ジャガ。ボリューム感、ホクホク感、

これはもう来年に植えること、間違いない？ 

・ハクサイもキャベツもとても大きくてびっくりでした。 

・ジャガイモの収穫は、土の中からゴロゴロ出てくるのを見るのが楽しかった。 

 

 

 

正月用寄せ植え 

・先生が手作りの竹飾りやセンス、すごいです。手間をかけて、お金を掛けない・・・

大賛成です。 

・家に帰って、南天の赤い実と緑の葉っぱ、正月のピックを差し込んだところ、

何となんと豪華な寄せ植えに変身。思わず笑みが。家族にも大好評で、一足早く

正月が来たようでした。 

・竹の切り口が笑っている顔を表現しているなんて初めて知りました。竹や松を

使用する意味も分かって勉強になり、作業もとても楽しくできました。 

・笑う門には福きたる。笑顔に見える切り方は初めて知りました。玄関に飾ると

縁起がいい気がします。ホッホッホ。いい年が来そうです。 

《振り返りから》 


